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共同研究講座・協働研究所を基盤とする研究開発エコシステムの構築（1） 

－大阪大学大学院工学研究科における取組－ 

 
○田中敏嗣，荒平智子，馬場口登（阪大） 

 

 
1. ははじじめめにに 

大阪大学では、産学連携の新たな方向性として、卓抜した研究成果の社会実装とその基礎研究へのフィード

バックを通じて好循環を築き、一層大きな革新的価値を生み出す「研究開発エコシステム」の構築に向けた取組

を進めている 1)。「研究開発エコシステム」を構築する上で重要となる産学連携について、大阪大学では、2006

年度より「Industry on Campus」の標語の下、人的交流、研究テーマの共有、研究設備の利活用等を通じて企業

の研究開発と大学の学術研究を連携させる「共同研究講座」制度を、さらに 2011 年度からは、その発展形であ

る「協働研究所」制度を導入し、本気の産学連携を推進してきた 1-3)。この間、大阪大学全体では、2020 年 9 月１

日時点における設置数は、共同研究講座が 82 件（共同研究部門を含む）、協働研究所が 19 件となり、順調に

発展するとともに、当初の目標であった 100 件を突破している。 

共同研究講座および協働研究所（以下、共同研究講座等）の発展は、設置数に代表される量的な拡大ととも

に、長年にわたる取組を通じて人材育成の好循環の形成にも貢献している。また、工学研究科で取組を始めた

分野横断型研究組織であるテクノアリーナはSDG’sなどを含む社会課題解決の方向性とも合致しており、さらな

る産学連携の発展に寄与することが期待できる。本講演では、大阪大学大学院工学研究科における共同研究

講座等を基盤とした産学共創の最近の状況と「研究開発エコシステム」の構築に向けた取り組みについて報告

する。 
 
2. 共同研究講座・協働研究所の発展 

工学研究科においては、2006 年に設置された 3 件の共同研究講座から始まり、14 年にわたる取り組みを通じ

て本制度は発展的に推移してきた。2020 年 9 月現在における、大阪大学大学院工学研究科における共同研究

講座等の設置状況を表 1 に示す。このように、共同研究講座が 16 件、協働研究所が 11 件（うち、共同研究講座

から発展したもの 8 件）となっており、2006 年に設置された 3 件の共同研究講座は、1 件は共同研究講座、残り

の 2 件は協働研究所として活動を継続している。 

 

表 1    工学研究科における共同研究講座・協働研究所設置状況（（2020 年 9 月現在））  
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大阪大学大学院工学研究科における共同研究講座等の設置件数の年度推移を図 1に示す。協働研究所

制度が始まった 2011 年度以降しばらくの間、設置件数には停滞が見られるが、協働研究所数は順調に

増加しており、全体としても設置数は現在も増加傾向にある。この制度で受け入れられている共同研究

費は、本制度が導入された 2006 年から順調にその規模を拡大しており、今年度（2020 年度）は、約 10

億円の規模に達している。 

図 1  工学研究科における共同研究講座・協働研究所  図 2  研究開発エコシステム 

設置件数年度推移（2020 年度は 9月時点）  

33.. 研究開発エコシステムに関する取組  

研究開発エコシステムの概念図を図 2 に示す。研究開発エコシステムでは、卓越した基礎研究の社会実装と、

それを通じて新たな研究課題、人材、資金を研究現場にフィードバックすることにより、知・人材・資金の好循環

を生み出し、研究開発に関するエコシステムを構築することを目指している 3)。 

共同研究講座等は、研究成果の社会実装の基盤となるとともに、学生の参加や企業側研究者からの社会人ド

クターの育成、さらには共同研究講座等での特任研究員、特任教員の雇用などを通じて人材の好循環の基盤

ともなっている。また、工学研究科では 2020 年度から、大学院において共同研究講座等の協力を得て運営する

産学官共創コースへの学生の受入を開始した。産学官共創コースでは専攻の専任教員の他に、産業界からの

教員も指導に参加し、新産業創出に寄与する人材育成を目指している。 

研究開発エコシステムの構築においては、シーズ・ニーズのマッチングが大きな課題である。一般的な産学連

携活動においては、産学連携コーディネーターがこの役割を担う。しかし、シーズ・ニーズマッチングはたやすい

ものではなく、工学のカバーする広範な分野を、それも最前線の興味についてのマッチングを行うことは困難で

ある。これに対して、工学研究科では、分野横断型の研究組織であるテクノアリーナの活動を行っている。工学

研究では 2020 年度より専攻組織の再編を行い、基本的に専攻構成を学理に基づく構成に再編した。これに伴

い、分野横断型の研究課題に対応するための仕組みがテクノアリーナである。現在、テクノアリーナは、環境・資

源・エネルギーの有効利用を研究対象とする「もったいない工学」、食とものづくり、醗酵と植物工学を対象とす

る「インテリジェントアグリ工学」など 12 のテーマが設定されている。これらのテーマはそれぞれ分野横断型かつ

課題解決型のテーマとなっており、テクノアリーナにはシーズ発掘の場となることも期待できる。 

 

4. おわりに 

大阪大学大学院工学研究科における共同研究講座・協働研究所を中心とした研究開発エコシステムの構築

の取組について報告した。当日の発表では、本講演原稿の内容を含めて、取組の詳細について報告する。 
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